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「
言
葉
の
力
」
で

未
来
を
ひ
ら
く
。

R7年度中学校特設サイト、随時更新中！

東京書籍　中学校　国語

A6721

新
し
い

国
語

新
編教

科
書
の
ご
紹
介

こ
の
資
料
は
、令
和
７
年
度
中
学
校
教
科
書
の
内
容
解
説
資
料
と
し
て
、一
般
社
団
法
人
教
科
書
協
会「
教
科
書
発
行
者
行
動
規
範
」
に
則
っ
て
お
り
ま
す
。



た
と
え
、
ど
ん
な
明
日
が
来
よ
う
と
も
、

「
言
葉
」
は
私
た
ち
の
、
そ
ば
に
あ
る
。

「
言
葉
の
力
」
で
未
来
を
ひ
ら
く
。

そ
ん
な
教
科
書
が
、
そ
ば
に
あ
る
。

未
来
は
、
分
か
ら
な
い
。

予
測
困
難
な
時
代
。

私
た
ち
の
未
来
は
、

暗
い
の
だ
ろ
う
か
。

明
る
い
の
だ
ろ
う
か
。

「
言
葉
の
力
」
は
、
変
わ
ら
な
い
。

世
界
を
つ
く
る
「
言
葉
」。

そ
こ
に
は
「
力
」
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
誰
も
が

秘
め
て
い
る
も
の
。
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「
言
葉
の
力
」
を
、生
き
る
力
に
。

特色

1

　
論
理
的
に
思
考
し
、
豊
か
に
表
現
し
、
伝
え
合
う
力
。
国
語
の
学
習
で
身
に

つ
け
る
「
言
葉
の
力
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
や
日
々
の
生
活
を
支
え
る
、
生

き
る
力
で
す
。

　

国
語
の
学
習
で
身
に
つ
け
る
力
を
、
各
教
材
の
「
言
葉
の
力
」
に
明
示

し
ま
し
た
。
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
が
具
体
的
か
つ
明
確
に
分
か
り
ま
す
。

　
「
読
む
こ
と
」
の
学
習
を
通
し
て
身
に
つ
け
た
「
言
葉
の
力
」
を
、「
学
び

を
支
え
る
言
葉
の
力
」
で
深
め
、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」

の
教
材
で
生
か
す
。
教
材
ど
う
し
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
、
身
に
つ
け
た

力
を
確
実
に
定
着
さ
せ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆ 

学
習
の
ポ
イ
ン
ト
が
ひ
と
目
で
分
か
る
。

◆ 「
言
葉
の
力
」
が
確
実
に
身
に
つ
く
。

「言葉の力」が
学習のポイント
なのか。

「何を学ぶか」が
分かりやすいね。

教材どうしが
つながってるんだ。

1年p.128 「意見と根拠」1年p.131 「『写真』の意見文」 1年p.126 「私のタンポポ研究」

事実と考えとの関係意見と根拠根拠の示し方

読む学びを支える言葉の力
基礎的な力をつけるための教材

書く
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3 

分
か
り
や
す
く
伝
え
る

オ
オ
カ
ミ
を
見
る
目

　
段
落
の
役
割
・
段
落
ど
う
し
の
関
係

　
情
報
の
分
類
・
比
較

「
食
文
化
」
の
レ
ポ
ー
ト

　
比
較
に
よ
る
題
材
設
定

　
レ
ポ
ー
ト
の
構
成

3 

伝
え
方
を
工
夫
す
る

ネ
コ
だ
っ
て
推
理
で
き
る

　
文
章
と
図
表

　
情
報
の
関
係
の
表
し
方

「
地
域
の
魅
力
」
の
紹
介
文

　
材
料
の
さ
ま
ざ
ま
な
集
め
方

　
推
敲
の
仕
方

7 

伝
え
方
を
考
え
る

ニ
ュ
ー
ス
の
見
方
を
考
え
よ
う

　
情
報
の
精
査

　
原
因
と
結
果

「
似
て
い
る
言
葉
」
ス
ピ
ー
チ

　
ス
ピ
ー
チ
の
構
成

　
聞
き
手
の
反
応
を
踏
ま
え
た
話
し
方

7 

表
現
を
考
え
る

「
正
し
い
」
言
葉
は
信
じ
ら
れ
る
か

　
異
な
る
印
象
を
与
え
る
構
成
と
表
現

　
具
体
と
抽
象

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
説
得
力
の
あ
る
話
の
構
成

　
資
料
や
機
器
の
活
用

5 

説
得
力
を
高
め
る

黄
金
の
扇
風
機

サ
ハ
ラ
砂
漠
の
茶
会

　
文
章
の
読
み
比
べ

　
意
見
と
根
拠
の
吟
味

「
地
図
」
の
意
見
文

　
根
拠
の
吟
味

　
意
見
文
の
構
成

5 

考
え
を
ま
と
め
る

私
の
タ
ン
ポ
ポ
研
究

　
事
実
と
考
え
と
の
関
係

　
意
見
と
根
拠

「
写
真
」
の
意
見
文

　
根
拠
の
示
し
方

　
意
見
文
の
感
想
交
換

8 

思
い
を
馳
せ
る

い
つ
も
の
よ
う
に
新
聞
が
届
い
た

　

―
メ
デ
ィ
ア
と
東
日
本
大
震
災

　
情
報
を
深
く
捉
え
る

3 

効
果
的
に
伝
え
る

絶
滅
の
意
味

　
説
得
力
の
あ
る
文
章

　
情
報
の
信
頼
性
の
確
か
め
方

「
環
境
」
の
新
聞

　
情
報
の
信
頼
性
と
客
観
性
の
吟
味

　
目
的
に
応
じ
た
文
章
の
種
類
と
構
成

7 

主
題
を
考
え
る

条
件
ス
ピ
ー
チ

　
相
手
や
目
的
に
応
じ
た
ス
ピ
ー
チ

　
場
面
に
応
じ
た
話
し
方

5 

多
面
的
に
検
討
す
る

受
け
取
る
「
利
他
」

　
批
判
的
に
読
む

　
具
体
例
、
根
拠
、
反
対
の
関
係

「
広
告
」
の
批
評
文

　
広
告
批
評
の
観
点

　
説
得
力
の
あ
る
批
評
文
の
書
き
方

2
年

3
年

1
年

読む
構成・展開

読む
吟味・判断

読む
言葉と
メディア

情報と
論理の
学び

情報と
論理の
学び

情報と
論理の
学び

書く
伝達

書く
論証・説得

話す・聞く
話す

　

身
に
つ
け
る
「
言
葉
の
力
」
を
、
一
学
年
の
中
で
、
そ
し
て
三
年
間
に
わ
た
っ
て
、
系
統
的
に
配
置
し
て

い
ま
す
。
学
習
が
発
展
し
な
が
ら
積
み
上
が
る
こ
と
で
、
学
び
の
深
ま
り
を
実
感
で
き
ま
す
。

◆ 

三
年
間
で「
言
葉
の
力
」
が
積
み
上
が
る
。

説
明
文
系
統
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国
語
の
授
業
か
ら
広
が
る
未
来
。

特色

2

1年p.9 「未来への扉」

別冊資料も
チェック！

　

国
語
の
学
習
を
通
し
て
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
、「
未
来
を
考
え
る
た
め
の
九
つ
の
テ
ー
マ
」
を
設
け
ま
し
た
。

三
領
域
の
学
習
で
テ
ー
マ
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
な
が
ら
、
未
来
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆ 

九
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
考
え
を
深
め
る
。

　
課
題
が
山
積
す
る
現
代
社
会
で
、
未
来
を
ひ
ら
く
の
は
「
言
葉
の
力
」
で
す
。

国
語
の
学
習
で
身
に
つ
け
た「
言
葉
の
力
」
が
、
よ
り
よ
い
未
来
を
描
き
出
す
糧

と
な
る
。
そ
の
こ
と
を
実
感
で
き
る
手
立
て
が
、
こ
の
教
科
書
に
は
あ
り
ま
す
。

「未来への扉をひらこう」
9 8



　

各
学
年
末
に
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
多
角
的
な
視
点
か
ら
考
え
る
新
教
材
「
未
来
へ
の
扉
」
を
設
け
ま
し
た
。
文
章
と
資
料
を

関
連
さ
せ
て
理
解
し
、
考
え
を
深
め
、
他
者
と
伝
え
合
う
こ
と
を
通
し
て
、
現
代
社
会
の
課
題
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆ 
現
代
社
会
の
課
題
に
向
き
合
う
。

新
教
材
「
未
来
へ
の
扉
」

　
こ
れ
ま
で
に
身
に
つ
け
た
「
言
葉
の
力
」
を
生
か

し
て
考
え
を
深
め
る
教
材
と
し
て
、
各
学
年
末
に 

「
未
来
へ
の
扉
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

各
教
材
の
「
未
来
」
テ
ー
マ

1
年

2
年

3
年

「
多
様
性
と
共
生
社
会
」

文
章
と
資
料
を
関
連
づ
け
る

「
地
球
環
境
と
人
間
社
会
」

二
つ
の
文
章
を
読
み
比
べ
る

「
国
際
社
会
と
私
た
ち
」

グ
ラ
フ
を
読
み
取
り
、
解
釈
す
る

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
留
学
経
験

を
持
つ
、
宇
宙
ラ
イ
タ
ー
・

井
上
榛
香
さ
ん
が
つ
づ
る
、

等
身
大
の
思
い
。

2年「地球環境と人間社会」 （p.216）

持
続
可
能
な
地
球
環
境
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

何
が
で
き
る
だ
ろ
う
？

誰
も
が
心
穏
や
か
に
過
ご
す
た
め
に
は
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
？

一
人
一
人
が
互
い
に
尊
重
し
合
う
た
め
に
は
、

何
が
だ
い
じ
な
の
だ
ろ
う
？

3年「国際社会と私たち」（p.214） 1年「多様性と共生社会」（p.220）

平和に関する
世界の若者の
意識調査

「『ろう者』として生きる」
忍
おし

足
だり

亜
あ

希
き

子
こ

「好きの地平線を探して
　―宇宙からウクライナへ」
井
い の う え

上榛
はる

香
か

「共有地の悲劇」
伊
い

勢
せ

武
たけ

史
し

「無理なくできることから」
田
た

中
なか

直
なお

樹
き 多様性と

共生社会に
関する資料

　
ろ
う
の
女
優
・
忍
足
亜
希

子
さ
ん
が
、
ろ
う
者
と
聴
者

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

在
り
方
に
つ
い
て
語
る
。

　
生
態
学
者
・
伊
勢
武
史
さ

ん
が
、
環
境
問
題
が
生
み
出

さ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
一

つ
の
寓
話
を
も
と
に
解
説
す

る
。

　
お
笑
い
芸
人
と
し
て
活
動

し
な
が
ら
Ｍ
Ｓ
Ｃ
の
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
を
務
め
る
田
中
直
樹

さ
ん
が
、
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
を
考
え
る
。

1年p.68 「『食文化』のレポート」

　
三
領
域
の
各
教
材
末
に
、
そ
の
教
材
が
関
連
し
て

い
る
テ
ー
マ
を
明
示
し
て
い
ま
す
。
学
習
を
振
り
返

る
際
や
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
際
に
活

用
で
き
ま
す
。

科
学
と
探
究 

／ 

伝
統
と
文
化 

／ 

情
報
社
会

未
来

11 10



言葉の力 一覧 活動の具体例 思考のヒント 一覧 言葉を広げよう

一
人
一
人
の「
学
び
た
い
」
に
寄
り
添
う
。

特色

3

　
「
分
か
る
よ
う
に
な
り
た
い
。」「
も
っ
と
学
び
た
い
。」
そ
ん

な
一
人
一
人
の
声
に
応
え
る
Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
豊
富
に
そ
ろ

え
て
い
ま
す
。
教
科
書
紙
面
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
先
に
、
国
語
の

新
し
い
学
び
が
広
が
り
ま
す
。

授
業
の
始
め
に

み
ん
な
で

授
業
中
に

個
別
の
活
動
で

まずは全員で
学習の流れを
確認しよう。

家
庭
で
の

予
習
・
復
習
に

発表前に、
もう一度ポイントを
確認しておきたい。

学習の流れ（動画）スピーチの例（動画）

スピーチの

材料をうまく
整理したいな。

スピーチで

取り上げる言葉が
思いつかない……。

どんなふうに

話し合ったら
いいんだろう。

1年p.174

ここから

アクセス！

一
年  

話
す
・
聞
く
〈
話
す
〉

「『
似
て
い
る
言
葉
』
ス
ピ
ー
チ
」
で
の
活
用
例

別冊資料も
チェック！

「QRコンテンツで
豊かな学びを実現！」

前に学習したことを
生かしたいな。

13 12



各
領
域
の
内
容読

む
こ
と

生徒の問いかけを
意識しながら、教
材を読む。

構成・展開や大体の
内容をつかむ。

内容や書き方について
読み深める。

「言葉の力」を確認し、
読解のポイントを押
さえる。

必要に応じて、
QRコンテンツ
を活用する。

目標と、生徒の問いかけを確認
し、学習の流れを見通す。

３ステップで、学習を段階的に
深めることができます。

抽象的な内容の
理解を、図解が
助けます。

1年p.190 「少年の日の思い出」

自分の考えを持ち、
共有する。

教材文をもとに、
語彙を増やす。

学んだことを、自分
の言葉でまとめる。

関連する「未来を考える
ための9つのテーマ」に
ついて考えを深める。

QRコンテンツ「言
葉を広げよう」には、
15カテゴリーで、
1870語の言葉の、
意味と用例を示して
います。

各教材の目標や「言葉
の力」を意識しながら
振り返ることができる
内容となっています。

学習の
仕組み

ステップ 1ステップ 2ステップ 3

15 14



各
領
域
の
内
容1…

魅
力
が
詰
ま
っ
た
新
教
材

2…
色
あ
せ
な
い
名
作

3…
想
像
力
を
養
う
詩
歌

●
他
者
と
関
わ
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
に
触

れ
な
が
ら
、
自
己
を
見
つ
め
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に

し
た
小
説
を
新
し
く
掲
載
し
ま
し
た
。

一
年
「
私
た
ち
の
未
来
」（
朝あ

さ

井い

リ
ョ
ウ
）

二
年
「
足
跡
」（
瀧た

き

羽わ

麻あ
さ

子こ

）

●
言
葉
へ
の
感
性
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に

し
た
随
筆
を
新
し
く
掲
載
し
ま
し
た
。

二
年
「
あ
の
夕
暮
れ
へ
帰
る
」（
原は

ら

田だ

マ
ハ
）

三
年
「
世
界
へ
の
入
り
口
」（
温お

ん　
又ゆ

う

柔じ
ゅ
う

）

●
一
年
冒
頭
の
教
材
「
朗
読
の
世
界
」（
魚う

お

住ず
み

り
え
）

は
、
朗
読
の
工
夫
を
実
際
に
声
に
出
し
て
確
か
め

な
が
ら
、
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
東
京
書
籍
と
し
て
大
切
に
し
て
き
た
教
材
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

一
年
「
さ
ん
ち
き
」（
吉よ

し

橋は
し

通み
ち

夫お

）

三
年
「
形
」（
菊き

く

池ち　
寛か

ん

）

三
年
「
百
科
事
典
少
女
」（
小お

川が
わ

洋よ
う

子こ

）

●
中
学
校
の
国
語
の
授
業
に
欠
か
せ
な
い
定
番
の
教

材
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
年 

「
少
年
の
日
の
思
い
出
」（
ヘ
ル
マ
ン・
ヘ
ッ
セ
）

二
年
「
走
れ
メ
ロ
ス
」（
太だ

宰ざ
い　

治お
さ
む

）

三
年
「
故
郷
」（
魯ろ　
迅じ

ん

）

●
継
続
し
て
掲
載
し
て
い
る
教
材
で
も
、
て
び
き
や

「
言
葉
の
力
」
を
見
直
し
て
い
ま
す
。

ル
ー

シ
ュ
ン

●
各
学
年
の
巻
頭
の
ほ
か
、
本
編
の
二
か
所
で
詩
を

扱
っ
て
い
ま
す（
日
本
語
の
し
ら
べ
／
詩
の
言
葉
）。

●
各
学
年
に
八
つ
あ
る
扉
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
中
学
生

の
琴
線
に
触
れ
る
詩
歌
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
巻

頭
口
絵
で
一
覧
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
各
学
年
に
詩
歌
の
鑑
賞
文
を
設
け
て
い
ま
す
。
表

現
の
細
部
に
向
き
合
い
、
想
像
力
を
養
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
三
年
の
「
書
く
こ
と
」
の
教
材
「
俳
句
の
創
作
と

句
会
」
の
後
に
、
季
語
を
め
ぐ
る
コ
ラ
ム
（
川か

わ

上か
み

弘ひ
ろ

美み

）
を
新
設
し
ま
し
た
。

1年p.20 「朗読の世界」

2年p.200 「走れメロス」

3年p.28 「私の好きな季語『雪間』」

　教科書もノートも制服も靴も、全部が新品のままがいい
と考えていた主人公のさくらは、前の席に座った女子生徒
との交流を通して、古びていくものの価値に気づかされる。
他者と関わる中で変容していく自己を描いた物語。

新
鮮
な
物
語
が
、響
く
。

1…
魅
力
が
詰
ま
っ
た
新
教
材

　中高生写真コンテストで審査員特別
賞を受賞することになった「私」。し
かし、受賞したその写真は、弟が撮影
した一枚だった。罪悪感を抱えて葛藤
する「私」の心理を丁寧に描いた物語。

読
む
こ
と
〈 

文
学 

〉

全
部
新
品
の
ま
ま
が
い
い
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、

そ
う
で
も
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

私
た
ち
の
未
来
　
朝
井
リ
ョ
ウ

1
年

こ
の
華
々
し
く
明
る
い
壇
上
に

立
つ
べ
き
な
の
は
、
私
じ
ゃ
な
い
。

足
跡
　
瀧
羽
麻
子

2
年
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各
領
域
の
内
容

扉
の
詩
歌

1
年

風
の
五
線
譜

高た
か

階し
な

杞き

一い
ち

2
年

未
来
へ

谷た
に

川か
わ

俊し
ゅ
ん

太た

郎ろ
う

3
年

生
命
は

吉よ
し

野の  

弘ひ
ろ
し

巻
頭
詩

1
年

扉
の
詩
八
編

銀ぎ
ん

色い
ろ

夏な
つ

生を 

ほ
か

2
年

扉
の
短
歌
八
首

服は
っ
と
り部

真ま

里り

子こ 

ほ
か

3
年

扉
の
俳
句
八
句

正ま
さ

木き

ゆ
う
子こ 

ほ
か

日
本
語
の
し
ら
べ

1
年

月
夜
の
浜
辺

中な
か

原は
ら

中ち
ゅ
う

也や

2
年

落
葉
松

北き
た

原は
ら

白は
く

秋し
ゅ
う

3
年

初
恋

島し
ま

崎ざ
き

藤と
う

村そ
ん

2年 巻頭 「未来へ」

3年p.126 「初恋」

2年
巻頭口絵 「扉の短歌八首」

2年p.31 扉

言
葉
の
世
界
は
、詩
歌
で
広
が
る
。

3…
想
像
力
を
養
う
詩
歌

名
作
は
、揺
る
が
な
い
。

2…
色
あ
せ
な
い
名
作

―
お
ら
も
、
い
っ
し
ょ
に

作
っ
た
ん
や
で
！

自
分
が
任
さ
れ
た

カ
シ
の
木
の
一
本
の
矢
が
、

白
く
輝
い
て
見
え
た
。

さ
ん
ち
き
　
吉
橋
通
夫

1
年

人
の
心
を
疑
う
の
は
、

最
も
恥
ず
べ
き
悪
徳
だ
。

走
れ
メ
ロ
ス
　
太
宰  

治

2
年

猩
々
緋
と
唐
冠
の
か
ぶ
と
は
、

戦
場
の
華
で
あ
り

敵
に
対
す
る
脅
威
で
あ
り

味
方
に
と
っ
て
は

信
頼
の
的
で
あ
っ
た
。

形
　
菊
池  

寛

3
年

な
か
で
も
彼
女
が
最
も
愛
し
た
の
は
、

百
科
事
典
だ
っ
た
。

百
科
事
典
少
女

小
川
洋
子

3
年
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各
領
域
の
内
容1…

多
様
な
テ
ー
マ

2…
学
力
向
上
を
支
え
る

3…
情
報
活
用
能
力
を
鍛
え
る

●
生
徒
が
興
味
・
関
心
を
広
げ
た
り
、
社
会
の
出
来

事
に
目
を
向
け
た
り
で
き
る
よ
う
に
、
幅
広
い

テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

【 

も
の
の
見
方
や
考
え
方 

】

一
年
「
オ
オ
カ
ミ
を
見
る
目
」（
高た

か

槻つ
き

成せ
い

紀き

）

二
年 

「
黄
金
の
扇
風
機
」（
田た

中な
か

真ま

知ち

）
／ 

 
 

「
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
茶
会
」（
千せ

ん

住じ
ゅ　

博ひ
ろ
し

）

三
年
「
受
け
取
る
『
利
他
』」（
中な

か

島じ
ま

岳た
け

志し

）

【 

科
学
的
探
究 

】

一
年
「
私
の
タ
ン
ポ
ポ
研
究
」（
保ほ

谷や

彰あ
き

彦ひ
こ

）

二
年
「
ネ
コ
だ
っ
て
推
理
で
き
る
」（
髙た

か

木ぎ

佐さ

保ほ

）

【 

地
球
環
境 

】

三
年 

「
絶
滅
の
意
味
」 

 

（
中な

か

静し
ず
か　

透と
お
る

）

【 

安
全
・
防
災 

】

三
年 

「
い
つ
も
の
よ
う

に
新
聞
が
届
い
た

―
メ
デ
ィ
ア
と

東
日
本
大
震
災
」 

 

（
今こ

ん

野の

俊と
し

宏ひ
ろ

）

●
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
や
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
な

ど
の
結
果
分
析
を
踏
ま
え
、
生
徒
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
手
立
て
を
工
夫
し
ま
し
た
。

【 

複
数
の
文
章
や
資
料
を
読
み
比
べ
る 

】

一
年
「 

ニ
ュ
ー
ス
の
見
方
を
考
え
よ
う
」（
池い

け

上が
み  

彰あ
き
ら

）

二
年 

「
黄
金
の
扇
風
機
」／「
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
茶
会
」

二
年 

「『
正
し
い
』言
葉
は
信
じ
ら
れ
る
か
」（
香こ

う

西ざ
い

秀ひ
で

信の
ぶ

）

三
年
「
絶
滅
の
意
味
」

三
年 

「
受
け
取
る
『
利
他
』」

【 
文
章
と
図
表
を
関
連
づ
け
る 

】

一
年 
「
私
の
タ
ン
ポ

ポ
研
究
」

二
年 

「
ネ
コ
だ
っ
て

推
理
で
き
る
」

【 

条
件
に
従
っ
て
記

述
す
る 

】

二
年 

「
黄
金
の
扇
風

機
」／「
サ
ハ
ラ

砂
漠
の
茶
会
」

三
年 

「
受
け
取
る『
利

他
』」

●
て
び
き
の
中
で
、「
思
考
の
ヒ
ン
ト
」（
思
考
ツ
ー

ル
）
の
活
用
を
促
し
て
い
ま
す
。
資
料
編
や
Ｑ
Ｒ

コ
ン
テ
ン
ツ
で
は
、
思
考
ツ
ー
ル
の
使
い
方
を
解

説
し
て
い
ま
す
。

●〈
言
葉
と
メ
デ
ィ
ア
〉
系
統
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
リ

テ
ラ
シ
ー
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア

へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
だ
け
で
な

く
、
書
く
活
動
を
通
し
て
、
言
葉
の
効
果
的
な
使

い
方
も
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
一
年
資
料
編
に
は
「
要
約
の
仕
方
」
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
文
章
を
正
し
く
理
解
し
、
的
確
か
つ
簡

潔
に
表
現
す
る
力
の
育
成
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

読
む
こ
と
〈 

説
明
文 

〉
1年p.58 「オオカミを見る目」

1年p.121 「私のタンポポ研究」

0

20

40

60

80

100

温度（℃）

カントウタンポポ セイヨウタンポポ 雑種タンポポ

4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34

発
芽
率
（
％
）

３種類のタンポポの各温度での発芽率

1年p.276 「要約の仕方」

広
い
世
界
に
目
を
向
け
る
。

1…
多
様
な
テ
ー
マ

　「利他」はどのような瞬間に生まれるのか。
二つの身近な事例をもとに、「利他」を「受
け取る」ものとして捉え直す評論文。

　あの日から13年の時が経過してもなお、そのときに起こっ
たことを伝え続ける意味。新聞記者がつづる思いとは。

「
利
他
」
と
「
利
己
」。

こ
の
両
者
は
、
反
対
語
と
い
う
よ
り
も
、

ど
う
も
メ
ビ
ウ
ス
の
輪
の
よ
う
に

つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
す
。

受
け
取
る「
利
他
」　
中
島
岳
志

3
年

震
災
を
記
憶
に
と
ど
め
る
こ
と
は
、

未
来
の
社
会
に
つ
な
が
る
と
信
じ
た
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
記
者
た
ち
は

今
も
な
お
震
災
と
向
き
合
い
、
伝
え
続
け
て
い
る
。

い
つ
も
の
よ
う
に
新
聞
が
届
い
た

　
―
メ
デ
ィ
ア
と
東
日
本
大
震
災

今
野
俊
宏

3
年

ものの見方や考え方

安全・防災
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各
領
域
の
内
容

確
か
な
学
力
を
育
む
。

2…
学
力
向
上
を
支
え
る

情
報
社
会
を

生
き
抜
く
た
め
に
。

3…
情
報
活
用
能
力
を
鍛
え
る

黄
金
の
扇
風
機
　
田
中
真
知

サ
ハ
ラ
砂
漠
の
茶
会
　
千
住  

博

2
年

「
正
し
い
」
言
葉
は

信
じ
ら
れ
る
か
　
香
西
秀
信

2
年

ニュ
ー
ス
の
見
方
を
考
え
よ
う

池
上  

彰

1
年

ネ
コ
だ
っ
て
推
理
で
き
る
　
髙
木
佐
保

2
年

受
け
取
る
「
利
他
」　
中
島
岳
志

3
年

　
「
美
」
を
テ
ー
マ
に
書
か
れ
た
二
つ
の
評
論
文
を
読
み
比
べ
、
自
分
の
知
識
や
経
験

と
結
び
付
け
な
が
ら
考
え
を
深
め
ま
す
。

　「正しい」言葉が人を欺く
ことがある。教材文を読んで
理解した内容を、実際の
ニュースを読み比べることを
通して確かめます。

　ネコの推理能力を証明するために、
筆者は実験を繰り返します。それぞ
れどのような条件で行い、どのよう
な結果になったのかを、文章と図表
から捉えます。

　複数の教材に、自分の考え
を条件に従って書く設問を用
意しました。この設問では、
文章の引用の仕方も扱ってい
ます。

　てびきでは、「思考のヒント」として思考ツールの活用
を促しています。資料編やQRコンテンツでは、さまざま
な思考ツールと、その使い方を紹介しています。

読み比べる

読み比べる図表と関連づける条件に従って書く

メディアリテラシー

QRコンテンツ
「思考のヒント」

　〈言葉とメディア〉系統のてびきでは、情報の
受信と発信の、両方の側面から考えることで、メ
ディアリテラシーを高めることができます。

思考のヒント
1年p.280 「思考のヒント」

オ
オ
カ
ミ
を
見
る
目
　
高
槻
成
紀

1
年
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各
領
域
の
内
容

目標と生徒の問い
かけ、学習の流れ
から学習を見通す。

必要に応じて、教
科書巻末の資料編
やQRコンテンツ
を活用する。

1年 p.35 「さまざまな表現技法」

1…
表
現
力
を
豊
か
に

2…
説
得
力
を
磨
く

3…
情
報
収
集
・
情
報
の
整
理

4…
協
働
的
な
学
び

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

学習の
仕組み

1年p.68 「『食文化』のレポート」

3年 p.280 「思考のヒント」

「言葉の力」を確認し、
言語活動に生かす。

目標や「言葉の力」
を意識しながら学
習を振り返り、学
んだことを自分の
言葉でまとめる。

●
詩
歌
の
鑑
賞
か
ら
、
詩
歌
の
創
作
へ
。
文
学
の
読
解

か
ら
、
描
写
の
学
習
へ
。
直
前
の
学
習
を
、
続
く
言

語
活
動
に
生
か
せ
る
教
材
配
列
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
表
現
を
磨
く
の
に
役
立
つ
コ
ラ
ム
を
設
け
ま
し
た
。

●
情
報
収
集
の
際
に
、
情
報
の
信
頼
性
を
確
か
め
る
こ

と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

●「
思
考
の
ヒ
ン
ト
」
と
し
て
、
情
報
の
整
理
に
有
効

な
思
考
ツ
ー
ル
を
多
数
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

●
学
習
の
中
で
、
周
り
の
人
と
感
想
や
意
見
を
交
換
す

る
手
順
を
多
く
設
け
て
い
ま
す
。

●「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
で
は
、
互
い
の
意
見
を

尊
重
し
な
が
ら
合
意
を
形
成
す
る
こ
と
を
重
視
し
て

い
ま
す
。

〈
論
証
・
説
得
〉
系
統
の
「
言
葉
の
力
」

　
一
年
「『
写
真
』
の
意
見
文
」
…
…
根
拠
の
示
し
方

　
二
年
「『
地
図
』
の
意
見
文
」
…
…
根
拠
の
吟
味

　
三
年
「『
広
告
』
の
批
評
文
」

　
　
　
　
…
…
説
得
力
の
あ
る
批
評
文
の
書
き
方

●
根
拠
を
吟
味
し
、主
張
を
論
理
的
に
組
み
立
て
る〈
論

証
・
説
得
〉
系
統
を
設
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
に
、
活
動
の

具
体
例
の
完
全
版
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

QRコンテンツも
用意しています。
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各
領
域
の
内
容

「考えよう」で、
課題を確かめ、学
習の見通しを持つ。

身近な題材をも
とに、ステップ
を踏んで、内容
を理解する。

「POINT」で、
学習のポイント
を押さえる。

前後の教材と関連
させて学ぶ。

必要に応じて、ＱＲコン
テンツを活用する。
・ 考えよう（動画）……
授業の導入に。
・ 詳しい解説……学習を
深めるために。
・ 練習問題……理解の確
認・定着に。

3つの系統 学
び
を
支
え
る
言
葉
の
力

学習の
仕組み

1年p.128 「意見と根拠」

❶ 

情
報
と
論
理
の
学
び
（「
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項
」
に
対
応
）

　
情
報
の
整
理
や
、情
報
と
情
報
と
の
関
係（
論
理
）
に
つ
い
て
学
ぶ
。「
読
む
こ
と〈
説
明
文
〉」

や
「
書
く
こ
と
」
の
学
習
を
支
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
。

❷ 

文
学
の
学
び

　
文
学
の
読
解
の
基
礎
を
学
ぶ
。「
読
む
こ
と
〈
文
学
〉」
の
学
習
を
支
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
。

❸ 

対
話
の
学
び

　
対
話
の
基
礎
を
学
ぶ
。「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の
学
習
を
支
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
。

2…
前
後
の
教
材
と
の
つ
な
が
り

●「
学
び
を
支
え
る
言
葉
の
力
」
は
、
関
連
の
深
い
三

領
域
の
教
材
の
前
後
に
配
置
し
て
い
ま
す
。前
の「
読

む
こ
と
」
教
材
の
学
習
を
さ
ら
に
深
め
た
り
、
後
の

「
書
く
こ
と
」
教
材
で
学
習
を
生
か
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

1年 p.126 「私のタンポポ研究」

「
読
む
こ
と
」
で
学
ぶ

1年 p.66 「情報の分類・比較」1年p.131 「『写真』の意見文」

「
書
く
こ
と
」
で
生
か
す

1年p.128 「意見と根拠」

「
学
び
を
支
え
る
言
葉
の
力
」
で
深
め
る

●
現
行
の
学
習
指
導
要
領
で
新
設
さ
れ
た
「
情
報
の
扱

い
方
に
関
す
る
事
項
」
は
、「
情
報
と
論
理
の
学
び
」

で
扱
っ
て
い
ま
す
。

●
全
学
年
に
、「
情
報
の
整
理
」
に
対
応
す
る
教
材
と
、

「
情
報
と
情
報
と
の
関
係
」
に
対
応
す
る
教
材
を
設

け
て
い
ま
す
。

●「
情
報
の
整
理
」
に
対
応
す
る
教
材
で
は
、
図
表
で

情
報
を
整
理
す
る
方
法
（
思
考
ツ
ー
ル
）
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

1…
「
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項
」
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各
領
域
の
内
容1…

多
様
な
教
材
で
構
成

3…
充
実
の
紹
介
図
書

●
各
学
年
と
も
〈
読
書
１
〉〈
読
書
２
〉
の
二
か
所

で
扱
っ
て
い
ま
す
。
多
様
な
教
材
が
「
自
ら
本
に

手
を
伸
ば
す
」
生
徒
を
育
て
ま
す
。

●「
読
書
と
情
報
」
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必

要
な
情
報
活
用
能
力
を
育
み
ま
す
。

●「
読
書
活
動
」
で
は
、
生
徒
が
興
味
を
持
っ
て
主

体
的
に
取
り
組
め
る
活
動
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

●〈
読
書
２
〉
の
「
読
書
へ
の
招
待
」
は
、
こ
れ
ま

で
の
教
科
書
に
は
な
か
っ
た
よ
う
な
、
新
た
な
視

点
で
取
り
組
め
る
教
材
に
し
ま
し
た
。

●
さ
ま
ざ
ま
な
読
書
の
在
り
方
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

生
徒
が
本
に
手
を
伸
ば
す
き
っ
か
け
を
生
み
だ
し

ま
す
。

●
教
科
書
全
体
で
四
二
二
冊
の
図
書
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。「
世
界
を
広
げ
る
本
」「
夏
休
み
に
お
す
す

め
の
本
」
な
ど
、各
学
年
五
か
所
に
紹
介
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。

●「
世
界
を
広
げ
る
本
」
の
中
に
は
、
著
名
人
に
よ

る
図
書
紹
介
コ
ラ
ム
「
私
の
お
す
す
め
」
を
設
け

て
い
ま
す
。

読書と情報

読書への招待読書案内

読書活動 読
書
経
験
を
培
う
多
様
な
教
材

〈
読
書
２
〉「
読
書
へ
の
招
待
」
の
内
容

〈
読
書
１
〉
掲
載
の
読
み
物
教
材

1
年

平
和
の
バ
ト
ン

弓ゆ

狩が
り

匡ま
さ

純ず
み

2
年

鰹
節
―
世
界
に
誇
る
伝
統
食

小こ

泉い
ず
み

武た
け

夫お

3
年

何
の
た
め
に
「
働
く
」
の
か

姜カ
ン  

尚サ
ン

中ジ
ュ
ン

　図書館活用や情報リテラシーなど、
情報活用能力を育む教材を掲載。

　読み物教材や、読書のきっかけに
なるようなさまざまな内容の教材か
ら構成。

　ポップ作りやビブリオバトルなど、
生徒が興味を持って取り組める活動
を設定。

　「読書への招待」と関連するテー
マから、生徒に読んでほしい図書を
セレクト。

2年p.181 「世界を広げる本　ほかのメディアへ」

２年p.76 「インターネット・新聞の活用」

1年p.78 「平和のバトン」1年p.88 「世界を広げる本　戦争・平和」

1年 p.188「本のポップ」

読
書

2…
「
き
っ
か
け
」
を
生
徒
た
ち
に

読
書
と
情
報

読
書
活
動

読
書
へ
の
招
待

読
書
案
内

1年
「
お
試
し
読
書
の
す
す
め
」

　
小
説
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、

ジ
ャ
ン
ル
の
違
う
四
冊
を
取
り
上
げ
、

一
部
分
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

2年
「
メ
デ
ィ
ア
の
垣
根
を
越
え
て
」

　
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
や
映
画
な
ど
、
一

つ
の
作
品
が
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に

展
開
さ
れ
た
例
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

3年
「
本
と
の
付
き
合
い
方
」

　
六
人
の
作
家
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
本
を

読
む
こ
と
」
に
つ
い
て
書
い
た
文
章
を

取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

図
書
を
紹
介

す
る
人
物

●梯
かけはし

　久
く

美
み

子
こ

（ノンフィクション作家）
●村

むら

治
じ

佳
か

織
おり

（ギタリスト） ●野
の

村
むら

萬
まん

斎
さい

（狂言師）
●斉

さい

藤
とう

壮
そう

馬
ま

（声優）　　　 ●星
ほし

出
で

彰
あき

彦
ひこ

（宇宙飛行士）
●加

か

藤
とう

シゲアキ（アーティスト）

1…
多
様
な
教
材
で
構
成

関
連
す
る
テ
ー
マ
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各
領
域
の
内
容

　
ジ
ャ
ン
ル
の
違
う
四
冊
を
取
り
上
げ
、
そ
の
一
部
分
を
掲
載
。
生
徒

の
興
味
・
関
心
に
応
じ
た
読
書
へ
の
誘
い
が
展
開
さ
れ
ま
す
。　

「
世
界
を
広
げ
る
本
」
の
ほ
か
、「
夏
休
み
に
お
す

す
め
の
本
」「
未
来
を
考
え
る
本
」
な
ど
、
要
所
要

所
に
図
書
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

2年p.86 「夏休みにおすすめの本」

3年p.222 「未来を考える本」

1年p.1823年p.182

2年p.176

お
試
し
読
書
の
す
す
め

1
年

　
又ま

た

吉よ
し

直な
お

樹き

、
茂も

木ぎ

健け
ん

一い
ち

郎ろ
う

、
平ひ

ら

野の

啓け
い

一い
ち

郎ろ
う

、
若わ

か

松ま
つ

英え
い

輔す
け

、
森も

り

博ひ
ろ

嗣し

、

恩お
ん

田だ

陸り
く

の
六
人
が
、「
本
を
読
む
こ
と
」
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

本
と
の
付
き
合
い
方

3
年

　
「
時
を
か
け
る
少
女
」「
こ
の
世
界
の
片
隅
に
」
を
取
り
上
げ
、
一
つ
の
作
品
が
、

ど
の
よ
う
に
ほ
か
の
メ
デ
ィ
ア
に
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
の
垣
根
を
越
え
て

2
年

2…
「
き
っ
か
け
」
を
生
徒
た
ち
に

3…
充
実
の
紹
介
図
書

「世界を広げる本」
89冊

「夏休みに
おすすめの本」

32冊

「未来を考える本」
44冊

その他
55冊

「中学生におすすめの本」
202冊

紹介図書は、

422冊！計
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各
領
域
の
内
容

●
全
学
年
に
、
折
り
込
み
を
使
っ
た

ビ
ジ
ュ
ア
ル
資
料
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

●
各
教
材
に
コ
ラ
ム
「
資
料
」
を
新

設
し
、
古
典
作
品
を
よ
り
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

●
朗
読
動
画
や
解
説
動
画
、
補
充
教

材
な
ど
、
個
別
最
適
な
学
び
を
実

現
す
る
Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
豊
富

に
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

●
古
典
の
世
界
と
現
代
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
、
解
説
文
や
て
び
き
、
資
料
を
工
夫
し
ま

し
た
。

●
一
年
の
導
入
教
材「
移
り
行
く
浦
島
太
郎
の
物
語
」

で
は
、
親
し
み
や
す
い
題
材
を
も
と
に
、
古
典
の

継
承
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

古
典

1…
豊
富
で
多
彩
な
資
料

2…
文
化
の
継
承

QRコンテンツ
「百人一首に親しもう」

2年p.135 「平家物語」

3年p.137 「万葉・古今・新古今」

1年p.140 「移り行く浦島太郎の物語」

2年p.152 「話し言葉と書き言葉」

3年p.48 「表現に生きる文法」QRコンテンツ「表現に生きる文法」

●
日
本
語
の
決
ま
り
や
特
徴
を
学
ぶ「
日
本
語
探
検
」

は
、
ス
ト
ー
リ
ー
仕
立
て
の
導
入
ペ
ー
ジ
と
、
学

習
の
要
点
を
ま
と
め
た
解
説
ペ
ー
ジ
で
構
成
し
て

い
ま
す
。
日
本
語
に
親
し
み
な
が
ら
、
知
識
や
技

能
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
文
法
の
導
入
教
材
「
文
法
の
窓
」
は
、
苦
手
意
識

の
あ
る
生
徒
も
取
り
組
み
や
す
い
よ
う
に
、
ゲ
ー

ム
仕
立
て
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ

も
用
意
し
て
お
り
、
生
徒
自
身
が
操
作
し
な
が
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●「
読
む
こ
と
」
教
材
の
て
び
き
の
中
に
あ
る
「
広

が
る
言
葉
」
で
は
、
作
品
中
の
表
現
に
関
連
づ
け

て
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
「
言
葉
を
広
げ
よ
う
」
で
は
、

一
八
七
〇
語
の
言
葉
の
意
味
や
用
例
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

言
葉

1…
日
本
語
に
親
し
む
工
夫

2…
ゲ
ー
ム
仕
立
て
で
学
ぶ
文
法

3…
語
彙
指
導
の
充
実

QRコンテンツ 「言葉を広げよう」
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全
て
の
生
徒
が
学
び
や
す
い
紙
面
へ
の
配
慮

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

多
様
性
へ
の
配
慮

造
本
上
の
工
夫

◆
だ
い
じ
な
と
こ
ろ
や
学
習
の
流
れ
な
ど
が
ひ
と
目
で

分
か
る
よ
う
に
、
デ
ザ
イ
ン
を
工
夫
し
ま
し
た
。

●
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
多
様
性

　

教
科
書
に
登
場
す
る
四
人
の

生
徒
（
詩し

織お
り

、
奈な

月つ
き

、
レ
オ
、

純じ
ゅ
ん

平ぺ
い

）
に
、
多
様
性
を
持
た
せ

ま
し
た
。
多
様
な
ル
ー
ツ
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
な
制
服
、
左

利
き
な
ど
、
実
際
の
教
室
を
想

定
し
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
き

ま
し
た
。

●
著
者
の
多
様
性

　

教
科
書
を
通
し
て
多
様
な
考

え
方
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
、
掲

載
し
て
い
る
作
品
の
著
者
の
、

社
会
的
属
性
や
年
齢
、
性
別
等

に
偏
り
が
出
な
い
よ
う
に
心
が

け
ま
し
た
。
例
え
ば
、
令
和
三

年
度
教
科
書
で
は
、
全
体
の
二

割
だ
っ
た
女
性
の
著
者
が
、
令

和
七
年
度
教
科
書
で
は
、
三
割

強
に
増
え
ま
し
た
。

●
ペ
ー
ジ
数
の
削
減

　

生
徒
の
身
体
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
、
各
学
年
と
も
ペ
ー
ジ
数
を
減
ら

し
ま
し
た
。
学
習
の
参
考
や
深
化
・
拡

充
の
た
め
の
資
料
は
、
紙
の
教
科
書
か

ら
Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
に
移
す
こ
と
で
、

各
学
年
三
十
ペ
ー
ジ
以
上
、
三
学
年
で

は
百
ペ
ー
ジ
以
上
の
削
減
を
実
現
し
ま

し
た
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
に
は
、
従
来
よ
り

多
く
の
資
料
を
用
意
し
て
お
り
、
生
徒

は
必
要
に
応
じ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
を

使
っ
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
色
の
違
い
で
区
別
す
る
場
合
に
は
、
必
ず
マ
ー
ク
や

文
字
情
報
を
加
え
、
色
以
外
の
要
素
で
も
区
別
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

◆
未
習
漢
字
だ
け
で
な
く
、
小
学
校
で
学
習
し
な
い
漢

字
に
は
全
て
、
教
材
の
初
出
箇
所
に
振
り
仮
名
を
付

け
ま
し
た
。

◆
行
を
数
え
や
す
い
よ
う
に
、
行
末
に
、
数
字
と
点
を

付
け
ま
し
た
。

◆
筆
遣
い
や
字
形
を
書
き
文
字
に
近
づ
け
た
、
特
別
な

明
朝
体
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
漢
字
の
書
き
方
や
画

数
が
分
か
り
や
す
い
書
体
で
す
。

だいじなところ だいじなところ図で視覚的に説明

学習の流れ
1235 4

心 

衣 

家 

泳 

込

「
新
編 

新
し
い
国
語
」
の
明
朝
体

心 

衣 

家 

泳 

込

一
般
的
な
明
朝
体

　
外
国
籍
の
生
徒
の
学
び

や
す
さ
も
考
え
ま
し
た
。

●
用
紙
の
軽
量
化

　

本
文
用
紙
は
、
十
分
な
強
度
を
保
ち
つ
つ
軽
量
化
し
、
裏
写
り
を
抑
え
ま
し
た
。

軽
く
て
、
し
か
も
、
文
字
の
見
や
す
い
用
紙
で
、
生
徒
の
健
康
に
配
慮
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
再
生
紙
・
植
物
油
イ
ン
キ
の
使
用

　

環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、
再
生
紙
お
よ
び
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、印
刷
業
界
団
体
が
定
め
た
環
境
配
慮
基
準
を
満
た
し
た「
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ

ン
グ
認
定
工
場
」
で
印
刷
・
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ペ
ー
ジ
数
の
削
減
、
用
紙
の
軽
量
化
、
再
生
紙
・
植
物
油
イ
ン
キ
の
使
用
に
よ
り
、

持
続
可
能
な
地
球
環
境
の
実
現
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

教科書のページ数

令和7年度教科書 令和3年度教科書

女性
32.5%

男性
67.5%

女性
20.4%

男性
79.6%

著者の女性・男性の割合

1年342ページ

2年346ページ

3年354ページ

1年306ページ

2年310ページ

3年322ページ

令和7年度教科書
令和3年度教科書

1割減

詩織奈月レオ純平

（右） 1年p.204
（左）2年p.95

1年p.233

2年p.184

2年p.184
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小
中
・
中
高
の
接
続

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

目
標
や
「
言
葉
の
力
」
の
設
定
か
ら
、
作
品
や
言

語
活
動
の
選
定
ま
で
、
小
中
高
校
の
国
語
の
学
習
全

体
を
見
通
し
て
行
い
ま
し
た
。

●
小
中
の
接
続

◆
一
年
の
最
初
の
教
材
は
、
小
学
校
と
同
じ
教
科
書

体
の
、
大
き
な
活
字
で
示
し
ま
し
た
。

◆
一
年
の
前
半
の
教
材
は
、
文
章
量
を
抑
え
、
小
学

校
の
復
習
と
な
る
内
容
に
し
ま
し
た
。

◆
東
京
書
籍
発
行
の
令
和
六
年
度
小
学
校
「
新
編 

新
し
い
国
語
」
と
の
整
合
性
を
踏
ま
え
、
系
統
性

や
コ
ー
ナ
ー
名
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

●
中
高
の
接
続

◆
三
年
で
は
、
社
会
生
活
を
意
識
し
た
言
語
活
動
や
、

報
道
・
評
論
文
を
扱
い
ま
し
た
。

◆
三
年
の
教
材
「
形
」
に
付
属
し
た
コ
ラ
ム
「
生
ま

れ
変
わ
る
作
品
」
は
、
高
校
一
年
の
必
履
修
科
目

の
「
言
語
文
化
」
を
見
据
え
ま
し
た
。

●
他
教
科
と
の
関
連

　

他
教
科
の
学
習
内
容
と
関
連
し
、
相
互
に
学
び
を

深
め
る
こ
と
の
で
き
る
教
材
に
、
教
科
関
連
マ
ー
ク

を
示
し
ま
し
た
。

　

書
写
の
学
習
が
生
き
る
教
材
で
は
、
教
科
関
連

マ
ー
ク
と
と
も
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
示
し
、
書
写
の
教

科
書
紙
面
（
東
京
書
籍
発
行
）
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

●
道
徳
科
と
の
関
連

　

道
徳
科
の
四
つ
の
視
点
と
、
二
十
二
の
内
容
項
目

を
意
識
し
て
、
作
品
や
言
語
活
動
を
選
定
し
ま
し
た
。

人
間
と
し
て
の
生
き
方
に
つ
い
て
、
多
面
的
・
多
角

的
に
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
教
材
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
教
材
に
示
し
た
「
未
来
を
考
え
る
た
め

の
九
つ
の
テ
ー
マ
」
を
手
が
か
り
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
す
。 •教科書体 •大きな活字

1年p.16 「朗読の世界」
（最初の教材、原寸大）

学
力
向
上
へ
の
取
り
組
み

　

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
や
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
、
お
よ
び
東
京
書
籍
が
実
施
す
る
標
準

学
力
調
査
の
結
果
を
分
析
し
、
明
ら
か
に

な
っ
た
課
題
を
意
識
し
て
、「
話
す
こ
と
・

聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
の
活
動
、「
読
む

こ
と
」
の
て
び
き
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

〈 

主
な
課
題 

〉

◆
言
葉
の
抑
揚
や
強
弱
、
話
す
速
さ
、
間
の

取
り
方
な
ど
、
話
し
方
を
工
夫
す
る
。

◆
引
用
の
仕
方
を
正
し
く
理
解
し
て
書
く
。

◆
複
数
の
条
件
に
従
っ
て
書
く
。

◆
段
落
相
互
の
関
係
（
意
見
と
根
拠
、
具
体

例
の
関
係
な
ど
）
を
捉
え
、
文
章
の
構
成

や
展
開
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
説
得
力
の

あ
る
文
章
を
書
い
た
り
す
る
。

◆
複
数
の
文
章
や
、
文
章
と
資
料
を
読
み
比

べ
る
。

◆
文
章
と
図
表
を
対
応
さ
せ
て
読
ん
だ
り
、

複
数
の
図
表
を
比
べ
た
り
す
る
。

◆
文
脈
に
即
し
て
語
句
の
意
味
を
捉
え
る
。

2年p.111 「黄金の扇風機／サハラ砂漠の茶会」 1年p.279 「著作権と引用」

•引用の仕方

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
へ
の
取
り
組
み

•教科関連マーク

3年p.50 「絶滅の意味」

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
等
、
現
代
的
な
諸
課
題
の
扱
い

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
す
る
教
材 

（「
未
来
を
考
え
る
た
め
の
九
つ
の
テ
ー
マ
」
と
も
関
連
し
て
い
ま
す
。）

安全・防災科学と探究多様性学校・社会

1
年
　
平
和
の
バ
ト
ン 

 

（
戦
争
体
験
の
継
承
）

2
年
　
字
の
な
い
葉
書
（
戦
争
文
学
）

2
年
　
わ
た
し
が
一
番
き
れ
い 

 

だ
っ
た
と
き
（
戦
争
文
学
）

3
年
　
生
ま
し
め
ん
か
な 

 

（
戦
争
文
学
）

3
年
　
国
際
社
会
と
私
た
ち 

 

（
国
際
平
和
の
希
求
）

2
年
　
意
見
と
根
拠
の
聞
き
方 

 

（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
）

2
年
　
地
球
環
境
と
人
間
社
会 

 

（
持
続
可
能
な
地
球
環
境
）

3
年
　
絶
滅
の
意
味 

 

（
生
物
多
様
性
・
生
態
系
の
保
全
）

3
年
　「
環
境
」
の
新
聞 

 

（
生
物
多
様
性
・
生
態
系
の
保
全
）

3
年
　「
広
告
」
の
批
評
文 

 

（
食
品
ロ
ス
の
削
減
）

3
年
　
条
件
ス
ピ
ー
チ 

 

（
海
岸
の
清
掃
活
動
）

平和・国際理解

1
年
　
多
様
性
と
共
生
社
会 

 

（
人
権
と
多
様
性
の
尊
重
）

2
年
　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

（
み
ん
な
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
）

3
年
　「
広
告
」
の
批
評
文 

 

（
補
助
犬
へ
の
理
解
）

2
年
　「
地
域
の
魅
力
」
の
紹
介
文 

 

（
地
域
の
魅
力
）

2
年
　「
地
図
」
の
意
見
文 

 

（
ま
ち
づ
く
り
）

3
年
　
何
の
た
め
に
「
働
く
」
の
か 

 

（
働
く
意
味
）

情報社会地球環境

2
年
　
リ
ン
ク
マ
ッ
プ
に
よ
る
話
し
合
い

（
救
急
車
有
料
化
の
是
非
）

3
年
　
い
つ
も
の
よ
う
に
新
聞
が
届
い
た

―
メ
デ
ィ
ア
と
東
日
本
大
震
災

（
災
害
と
復
興
）

3
年
　
合
意
形
成
を
目
指
す
話
し
合
い 

 

（
災
害
へ
の
備
え
）

2
年
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
新
聞
の
活
用

（
情
報
技
術
）

1
年
　
私
の
タ
ン
ポ
ポ
研
究 

 

（
探
究
の
姿
勢
）

2
年
　
ネ
コ
だ
っ
て
推
理
で
き
る 
 

（
探
究
の
姿
勢
）

3
年
　
本
と
の
付
き
合
い
方
（
学
び
方
）

ＳＤＧｓ

ＳＤＧｓ

未来を考える
ための9つの
テーマ

未来を考える
ための9つの
テーマ

関連する教材

関連する教材

　
今
の
時
代
に
求
め
ら
れ

る
学
力
を
育
成
し
ま
す
。

理科

•読み比べ
• 主張と根拠、
具体例の関係

•複数の条件
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コピー＆ペースト

注目機能

テキスト活用モード
　「読むこと」教材の全文をスクロールしな
がら閲覧し、必要な部分をテキストデータと
して取り出すことができます。ICT端末のク
リップボードにコピーし、Google Workspace 
for Educationや、Microsoft Teams 等、
さまざまな授業支援システムに貼り付けるな
どして活用することができます。
　生徒が自分の ICT端末で活用することも可
能です。

MY教科書エディタ
　教科書のテキスト、図版、写真、挿絵など
を取り出して自由にレイアウトできるほか、
テキストをアレンジしたり、外部の写真等の
データを貼り付けたりして、オリジナル教材
を作ることができます。

豊富なコンテンツ
　そのほかにも、指導書ならではのコンテン
ツを豊富に用意しています。

■ 作品の朗読音声や「話すこと・聞くこと」
の音声
■著者インタビューや教材に関連する動画
■ 漢字の小テスト

＊ テキスト活用モードは、URLを配信することで、授業に必要な
範囲で生徒に共有できます。公衆送信にあたっては、学校設
置者からSARTRASへの届け出と補償金の支払いが必要です。
＊ 取り出したテキストは、Google翻訳などのサービスを利用し
て翻訳することも可能です。日本語指導が必要な生徒の理解
を助けます。

●
指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
（
教
材
）

　

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
と
同
一
規
格
の
ビ
ュ
ー
ア

「Lentrance Reader

」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
電
子
黒
板
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
よ
る
演
示
が
可
能
で
す
。

●
研
究
編

　

年
間
指
導
計
画
や
、
教
材
の
詳
し
い
解
説
、
標
準
的
な
指
導
展

開
例
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
・
評
価
問
題
集

　
「
研
究
編
」
掲
載
の
指
導
展
開
例
に
対
応
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、

「
読
む
こ
と
」「
古
典
」「
学
び
を
支
え
る
言
葉
の
力
」「
言
葉
」
の

評
価
問
題
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
音
声
Ｃ
Ｄ

　

作
品
の
朗
読
、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の
音
声
、
聞
き
取

り
問
題
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

●
指
導
書
コ
ン
テ
ン
ツ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　

作
品
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
・
評
価
問
題
の

デ
ー
タ
、
教
科
書
の
総
ル
ビ
・
分
か
ち
書
き
Ｐ
Ｄ
Ｆ
、G

oogle 
W

orkspace for Education

な
ど
の
学
習
支
援
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

に
対
応
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
テ
ン

ツ
の
更
新
や
追
加
も
適
宜
行
い
ま
す
。

●
指
導
編
（
朱
書
）

　

教
科
書
紙
面
に
教
材
の
解
説
や
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
赤
字
で
付

記
し
て
い
ま
す
。

教
師
用
指
導
書

＊
全
て
の
商
品
は
制
作
中
の
た
め
、
内
容
・
仕
様
と
も
に
予
告
な
く
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

先
生
の
働
き
方
の
サ
ポ
ー
ト

　

国
語
で
、
何
を
ど
う
教
え
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
課
題
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
い
い
の

だ
ろ
う
。

―
そ
ん
な
悩
み
を
持
つ
先
生
た
ち
を
応

援
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、情
報
発
信
サ
イ
ト「
こ

く
ご
ス
タ
ジ
オ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

毎
月
三
回
の
更
新
を
予
定
。
先
生
が
た
の
日
々
の

授
業
や
教
材
研
究
に
役
立
つ
も
の
か
ら
、
ち
ょ
っ
と

し
た
息
抜
き
に
読
め
る
記
事
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
配
信
し
ま
す
。

情
報
発
信
サ
イ
ト「
こ
く
ご
ス
タ
ジ
オ
」

●
複
数
の
教
科
を
一
括
管
理

　

東
京
書
籍
を
は
じ
め
、
複
数
の
発
行
者
が
採
用

す
る
ビ
ュ
ー
ア
「Lentrance Reader

」
を
用
い

て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
教
科
・
教
材
を
一
括
管

理
で
き
ま
す
。

●
学
習
を
支
え
る
便
利
な
機
能

　

教
科
書
紙
面
に
、
ペ
ン
ツ
ー
ル
で
自
分
の
考
え

を
書
き
込
ん
だ
り
、
ウ
ェ
ブ
上
の
参
考
資
料
へ
の

リ
ン
ク
を
貼
り
付
け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
習
記
録
と
し
て
そ
の
ま
ま
保
存
す
る
こ
と
も
で

き
、
生
徒
の
主
体
的
な
学
び
を
支
え
ま
す
。

●
特
別
支
援
教
育
へ
の
対
応

　

文
字
の
色
や
大
き
さ
、
行
間
な
ど
を
、
読
み
や

す
い
よ
う
に
調
整
し
た
り
、
図
版
や
写
真
な
ど
を

拡
大
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本

文
を
読
み
あ
げ
た
り
、
総
ル
ビ
・
分
か
ち
書
き
で

表
示
し
た
り
す
る
機
能
は
、
視
覚
障
害
や
発
達
障

害
等
の
あ
る
生
徒
だ
け
で
な
く
、急
増
す
る
帰
国
・

外
国
人
生
徒
な
ど
、
日
本
語
を
読
む
こ
と
が
苦
手

な
生
徒
の
学
び
を
助
け
ま
す
。

●
Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活
用

　

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
で
は
、
画
面
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
、
Ｑ
Ｒ
コ
ン

テ
ン
ツ
を
利
用
で
き
ま
す
。

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

Googleスライドに貼り付けた例

総ルビ・分かち書きで表示

＊画像は2023年12月時点
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なかむら・ゆきひろ
画家、イラストレーター。1983年
生まれ。奈良県出身。書籍の装画
や挿絵、広告、CDジャケットの
イラストレーションなどを制作。
無数の水滴によってつくられる虹
という現象のように、この世界を
はかないものと捉え、制作している。

●
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー　

中
村
至
宏

表
紙
に
寄
せ
て

　

自
然
と
と
も
に
あ
る
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
に
表
紙
を
描
き
ま
し
た
。

誰
も
が
一
度
は
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
永
遠
に
思
え
る
よ
う
な
風
景
と
、
た
だ
現
象
と
し
て
私
た

ち
が
と
も
に
存
在
し
、
世
界
に
漂
っ
て
い
る
心
地
よ
さ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
言
葉
で
伝
え
ら
れ
る
こ
と
、

言
葉
以
外
で
し
か
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
の
両
方
が
あ
っ
て
人
生
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
広
が
り
を
感
じ
な
が
ら
、

こ
の
教
科
書
を
開
く
皆
さ
ん
の
人
生
が
豊
か
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

著作関係者

■ 代表

相澤秀夫　宮城教育大学名誉教授

野矢茂樹　立正大学教授

青山之典　福岡教育大学大学院教授

秋田哲郎　筑波大学附属中学校主幹教諭

浅井哲司　香川大学講師

浅野佑一　仙台市民図書館主査

浅間雅彦　元神奈川県横須賀市立久里浜中学校教諭

浅海大地　広島県広島市立広島中等教育学校教諭

有田勝秋　真和中学・高等学校講師

有松浩司　広島県竹原市立忠海学園教諭

飯塚洋介　鳥取県米子市立東山中学校教諭

伊木　洋　ノートルダム清心女子大学教授

池田　修　京都橘大学教授

岩間正則　鶴見大学教授

石見健二郎　東京都北区立田端中学校主任教諭

上江洲朝男　琉球大学教職センター教授

大澤由紀　元千葉県習志野市立第五中学校教頭

大瀧英津子　宮城県大和町立大和中学校主幹教諭

大林克暢　香川県宇多津町立宇多津中学校校長

岡本恵里香　広島大学附属東雲中学校教諭

奥山文子　千葉県市川市立市川小学校学校司書

菊池英慈　金沢学院大学准教授

北川雅浩　熊本大学准教授

倉本憲一　神奈川大学講師

幸坂健太郎　北海道教育大学准教授

小林康宏　和歌山信愛大学教授

坂部宏明　福井県福井市社中学校教諭

佐藤明宏　香川大学特命教授

芝谷圭太　大阪府摂津市立第四中学校首席

清水由貴子　聖心女子大学准教授

菅原康晴　宮城県利府町立しらかし台中学校教諭

杉原敦子　島根県安来市立広瀬中学校教諭

関　良子　福井県永平寺町松岡中学校教諭

宗　愛子　山崎学園富士見中学校高等学校司書教諭

高橋加奈子　常翔学園高等学校教諭

田川理紗　福島県相馬市立中村第二中学校教諭

竜田　徹　佐賀大学准教授

筑田周一　女子聖学院中学校高等学校教諭

千葉　聡　

辻村重子　京都府京田辺市立大住中学校指導教諭

寺㟢沙由美　福井県福井市足羽第一中学校教諭

常盤　隆　公益社団法人日本教育会専務理事

冨田圭一　宮城県仙台市立幸町中学校主幹教諭

中西一彦　関西国際大学教授

中野貴文　学習院大学教授

中村寛治　兵庫県姫路市立山陽中学校教頭

難波博孝　広島大学大学院教授

歌人・神奈川県横浜市立横浜サイエンス
フロンティア高等学校教諭

西村敦子　兵庫県たつの市立龍野西中学校教諭

野津忠宏　島根県松江市立第三中学校主幹教諭

橋本香菜　横浜国立大学教育学部附属横浜中学校教諭

馬場　誠　東京都調布市立第八中学校校長

林　千華子　福井県福井市川西中学校教諭

廣瀬　充　東京学芸大学附属国際中等教育学校教諭

藤本梨紗　東京都国分寺市立第一中学校主任教諭

堀江敏幸　作家・早稲田大学教授

増岡三四郎　宮崎県宮崎市立大宮中学校教諭

増田ゆか　大阪学院大学短期大学部講師

町田崇子　東京都杉並区立泉南中学校学校司書

松崎正治　同志社女子大学教授

松田里香　広島県東広島市立松賀中学校教諭

宮城洋之　東京都連雀学園三鷹市立第一中学校校長

森田香緒里　文教大学教授

森　美智代　福山市立大学教授

矢島正浩　愛知教育大学教授

矢田貝和志　鳥取県大山町立名和中学校教諭

矢田　勉　東京大学大学院教授

山内　修　元宮城県仙台市立長町中学校校長

山田圭一　千葉大学大学院教授

吉川隆行　元宮城県富谷市立成田中学校校長

吉川史朗　福井県福井市杉坂中学校教諭

吉田幹生　成蹊大学教授

渡部洋一郎　上越教育大学副学長・教授

■ 特別支援教育に関する校閲

海津亜希子　明治学院大学教授

道面美紀　東京都墨田区立本所中学校指導教諭

■ ICTの活用に関する校閲

稲垣　忠　東北学院大学教授

緒方広明　京都大学教授

小柳和喜雄　関西大学教授

小㟢誠二　奈良教育大学客員准教授

泰山　裕　鳴門教育大学大学院准教授

寺澤孝文　岡山大学教授

■ 編集協力

相澤めぐみ　元東京都荒川区立小学校学校司書

唐澤智之　神奈川学園中学・高等学校司書教諭

高桑弥須子　元千葉県市川市立行徳小学校学校司書

原田敦史　東京女子大学教授

牧　藍子　成蹊大学准教授

三宅やよい　俳人

東京書籍株式会社　ほか 14 名

＊「QR コード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。　
＊ Lentrance は、日本国、米国、及びその他の国における株式会社 Lentrance の登録商標または商標です。
＊ Google、Google Workspace for Education 、Google スライド、Google 翻訳は、Google LLC の商標です。
＊ Microsoft Teams は、マイクロソフトグループ企業の商標です。
＊  The United Nations Sustainable Development Goals 

web site: https://www.un.org/sustainabledevelopment/ 
The content of this publication has not been approved by the United Nations and does not reflect 
the views of the United Nations or its officials or Member States.
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	R7本体パンフ03_表紙.pdf
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